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近 世 開 胸 思 想 の 一 考 察

鳥 崎 蔭 夫
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は し が き

わが国近世経済思想は，種々の思想的立場から，多くの思想家により，豊かに形成されたのであ 

るが, いずれの思想にあ' ても，その理論が中国古代思想， とりわけ儒学思想を援用して構成され 

た面が強い。この儒学は近世社会において，封建教学 . 権威の学であり，名分論としての一例面を 

もつと井に，民 生 • 利用厚生の面を持っている。政治 • 統治を意味する広義の経済（痛世済民）論 

は名分論に立つ政治論であると共に，政治を支える物的基礎である狭義の経済—— 富 * 貧困•生産 

• 民生 • 利用厚生 . 消費 . 蓄積一一~をつねに意識して形成されている6 

この小論で，わたくしは儒学思想のもつ民生• 利用厚 生̂の侧面に注目し，財の生産, 産業の充展, 

産業技術にかかわる思想，これは古くから素朴な形で存在していネのである力;，それが一定の歴史 

的条件の下で，「開物Jとして意識され，経済論の基礎におかれて行った事情を考察してみすこいと思 

う。この場合，わたくしは，日本思想大系45 r安藤昌益•佐藤信測J (1972, 岩波書店) 集 中 に 「天 

柱記J 1■経済要略J r混同秘策J r垂統秘錄J の四本を校注した仕事の継続として，後藤信浏の開物 

思想の研究に焦点をあわせて考察を加えてみたいと思う。信測の開物思想は18世紀後半より19世紀 

前半にかけての曰本の廣5^的状況下で生れた問題に対する丄0 0 ダき0 在★であり，信浏より以前, 

あるいは同時代の経世家が，色々の立場から多くの解答をところみたのであるが，それらはいずれ
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も傲学でi t なく/ 奨学的主張力あるという特色をもち，生産 • 産業の開発ニ開物の意図を強<:示し， 

それぞれの主張の根底においている事実にわたくしは注目している。.思想史的に直接的な連関性を 

指摘することは困難であるが, わたくしが今日まで若干検討‘してきた思想家を対象として生産,産 

業開律，開物に関する思想を梭討することによって，信測の開物思想の形成とその特質を理解する 

一助にじたいと考え, 宮崎安贞, 熊沢蕃山,、太宰春台, 林子平，本多利明，藤田幽谷，会沢正志斉 

等にみられる生産一開物思想の在り方に檢討を加えでみた。本論での思想家の選出がやや恣意的で 

あるという誇はまねかれないやあろう。本論の趣旨にそうナこめには，三浦梅園や信測の同時代人で 

あるニ官尊德，大蔵永常等め生産• 開物思想を加えるべきであぅたと考える0 

.生 産 • 産業 • 開物の思想の形成は，幕 末 • 明治維新期以降の日本近代化，産業技術，西欧近代経 

済思想の吸収によさ近代産業のいちじるしい堯展とそごにみられる特色を準備しつつあった思想的 

土擴の?^成め一*場面ではないかと考え，敢て検討を加えんとレたものであるる

■ 近世開物思想の一考察

1

rそれ農人耕作の事，其理り至りて深し。. 糊を生ずる物は天也。是を養ふものは地なり。人は中

にゐて天の気により土地の宜きに順ひ，時を以て餅作をつとむ。もし其勤なくぱ天地の生養も遂ぐ 
( 1)

ぺからず。J は 宮 崎 安 貞 和 g年*1623—元禄10年.1697 ) の辛苦の結晶たるr農業全書J (元禄10年 . 

1697年に初版刊行, こめ年よりおよそ90年を経た天明7年 . 1786年に再版本が刊行された。夭明期に本書が再 

版されたことは銘記すべきである。) の冒頭の一節である。

杉本動氏;が 「日本実学史の研究J において， わ が 国 r実学J の成立史を検討された時，旧来の 

道学より経験科学的な学問への急転回が江戸中期に行なわれ,経験科学者ないし技術学者が活躍し 

た事実に注目し，氏は其等の学者の一*人に宫崎安貞をあげ,農業全書に展開されている農学を重视 

している。この時期に思弁の学としての儒学にたいして経験的• 実誕的な-r実学J の誕生があった 

のである。 安貞は貝原楽軒 • 益軒と親交があり， この益斬には「菜譜_ !(宝永元年* 1704), r花譜J 

(元禄7 年 . ie94), r大和本草」（宝永6年 .1709) 等本草学の実学的仕事があり，この益軒の本草学. 

農学の成立は,.宋応星r天工開物丄(明末の崇植10年 ‘ :I637の出版,わがg におい.ては明和8年.1771に，大 

阪の書林菅生堂より訓点と送りがんを施して和刻本として出版されて, 原唐と典に広く注目され，わが国の多 

くの人々に影響を与えた）と深い関連があることが，例えぱ元禄7 年 の r花譜J の参考書目として益 

軒 が r天工開物J をあげ，さらに宝永6 年 r大和本草J に益軒が r天工開物J を引用していること

注（1 ) 宫崎安貞「農巢全書J (岩波文摩版）47；IU

( 2 ) 衫本激（■曰本学! の研'如，総説第1章 (1 8 K )第2ま （46貢）第3章 （ぬ貝）第4 章（108頁)，等を参照。
( 3 ) 同上r日本実学史の研究J 総説第1章（18真）ホ2 章 （44直)。- '
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注（4 ) 宋応®著 r天工開物J は，厳内清訳住にて東洋文庫中の一冊として刊行されている。同書解厳:内清氏によってな

' されているが, r天工開物j の名称, 内容，特徴，成立事情，刊行と影響,とくにわが国思家への影響について参照

, のこと。益軒との関係については，同解説377頁参照。

( 5 ) お岛敏雄箸r日本與学史j 第 4 享参照。

( < i ) 貝原益軒については, 杉本無箸 r日本货学史の⑩究J 第 2 享，古鳥敏雄箸r日本農学史J 第 4 章を参照。

( 7 )  「農 業全割の，箸述の目的については， r白序j r凡例j 中の文章にこれをみることが出来る。

( » ) [開物J なる言まはI■易経Jニr周易縣辞上伝j に r子曰，夫愿何為者也。夫易開物成務，冒天卞之道。如斯而己者也。j 

( r子曰く，それ易何する者そV それ易は物を開き務めを成し，天下の道を®うんかくのごときのみなるものなり 

一一[そもそも易とは何のために作られたものであろうか。そもそも易とはあらゆる事物を開発しあらゆる事業を成就 

し，天下の道を蘇い'0 くす0 易とはまさにこうし:たものにはかならぬj — ) に書力かている言葉であって,とは 

rあらゆる車物を開発しあらゆる事菜を成就j することを意味し，易そのものの本質を云っている。

* 『周凝戴傳上伝J 离IU真治 • 後藤基己訳[息経J 岩波文庫版下巻，240頁, 上の訳は高ffl,後藤訳による。 ■

( 9 ) 杉本照箸 nヨ本奨学史の研究J 63K, . .  ■

(10) M m m  m o  , ■ ,

(11) r廣業全書j 21頁 に r力旧の術j とあり，Ilf廣の技術である。体 験 と r蔑® j によって知らされる。 .；•

• . ... •
f AZ (o 5O') *~~—
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が，蔽 内 清 r天工開物j 解説で指搞されている。楽軒•益軒と安貞との密接な閲速を古鳥敏雄氏は
( 5 )

ィ日本廣学史J .で指摘され.ているが, 益軒‘安貞の活動をこの小論が换討せんとする主題を解明す

る緒とするために，安 貞 「農業全書J 'の冒頭の一節をあげたのである。

さて, 「大和本草J や r菜譜J 等-多くの本草書を叙述するとき，益軒は一般庶民にとって有用な

品をしたしく採集観察し民用之万一を小補すること，すなわち民生のために少しでも役だたんがた
( 6) ( 7 )

めを目的としていた。同時代人である安貞が「農業全書」を著述せんとした目的も,同じ社会的要

請にこたえんとしたものであって，それは農業生産向上，民生の維持 ‘ 発展を目的とし,：当時基本

的に重要である「農術J に対する無知* 軽視をなくすために, 農民の立場に立って，農業技術を説

くに至づた0 安貞が説いた農業技術は主として水田ニ稲作栽培技術, 穀作技:^であったが，それの

みでなく同時に先進地帯に発展しつつあった商業的農業や換金作物栽培技もふくんでいた。 すこ

だ本書が農業全書であったところから，その叙述対象が農室に限定され, さらに広範囲に鉱山,エ
( 8 )

業等の諸産業及び産業技術，一般に ’「開物J といわれるものにまで言及することの無かったのは当

然であろう。かくて，安貞の農学の中に r兀禄期においてはやくも民衆的基盤のうえにたつ技術学

ニ経騎科学の典型をみいだすことができると思き9j) と杨本氏はまとめている。

上にかかげた r農業全書J 冒頭の一節をみると，農業生産= 耕作をみるとき, r天 . 地 , 人J の

主者がそれぞれ重要な役割を演じている。すなわち植物の生育におけるr天 . 地」の役割は， 「稀

を生ずるものは天, これを養ふものは地J と云われ，共に植物の自然発生的な成育を司どる作用と

'して, 天と地とが根源的に考えられている。それが完成するためには，そP 上に人が参加する。積

極的に人の参加が求められる。天地の働きを補助し，天地の大徳を実現させるところのも'のとして，

人の働きが不可欠め耍まと考えられている。廣耕に即して云えは* r力^ / である。この力田かか
(H)

わり，それをまえているr術J をもって人は天地の働きに参加するのである。こめ无 • 地.人を開 

連づけて考える時, 古くより、 中国人の思想の中に次のごとき考方のあることを指摘出来る。即 .

(4)

ぃ‘ぐ J. . -I レ ふ，丄…一 • び 一  ■■■■川 I, ................ ..  - ----- -- - - _________________  - 'ン
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近世開物思想の一考寒 , ■

も, r f i ^ j の，天を象徴する乾卦の文にr象日，大我乾元， 方物資始J ( r大いなシ、なi 党,万物 
. (14)

資りて始む。—— 偉大るかな，乾元のはたらきtよろずの物はこれをもととして始められるJ ) があり,地を

象徵する种卦の文に「象曰，.至哉;坤元，方物資生oj ( r至れるかな坤元, 万物資りて生す。—— 至大なる
(16)

かな，坤元はのたらき【よろずの物はこれをもととして生みなされ.るJ ) がある。 r夫の力によって万物力；
(17)

始まり，地の助けによって事実上にそれが生ずるJ I■従って最も本源的なま然力は天に備わってい 

ると理解されるJ r自然の中にみられる微妙さJ , それを「天工』とよぶことが出来る◊天工に対し 

て人工を並列しているが，r人工というものが，すぐれた自然力である天工を基鍵にして成立する 

というJ このような思想があった6 さらに r天工というものが根本にあって，それに順応しながら 

利用価値をもった物をつくり出すところに人間の技術が存在すると理解されたJ これが宋応星の技 

術観であったと厳内氏は指摘している。 「開物J とは天工に対する人工を意味L ている。

安 貞 は 「農秉全書自序J において，「我久しく民間にありて，農人の日々に勤むる所をはかり見 

るに，其術委しからずして, 其法にたがふ事のみ多し。然るゆへに身を労し心を苦しめて勤めいと 

なむといへ共, 效を得る♦すくなくしてややもすれぱ秋のなりはひの不足を見ることしばしばな 

り0 是土地めあしくして且勤めいとなみのたらざるにはあらず。唯ひとへに民皆農術をしらずして， 

稼糖の道明かならざるゆへなり。是れ誠に憐むぺく惜むべき事の甚しきなりo j と述べ，「致知と力
(19) (20)

行丄'とをかくことの出来ぬニ条件とし，「先ずよく農術をしりて後農功を勤むべしJ として， 農業

技術の具体的叙述に入ったのである。いまこの小論で農業全書に展開される技術について述べる意

図はなく，ここに、農民のため，民生のため，農業生産技術の書たらんとする安貞の意図と，そのす

ぐれた成果が叙述され, . そ哼以後多くの影響を与えつづけて来たま実を指摘するにとどめたい。

この農業生産の限定を取り除き, 広く産業に及ぼした時にr開物」, 開物のための技術への方向が

定められたと申して庚いと思われる。

本論の主内容である佐藤信測の「開物J 思想をやや先取りして，上の内容と関連させてみると，
(21)

信 溯 は 「経済喪録J の中で安貞および「農業全書J に言及している。'(例えば [経済要錄J 岩波文庫本, 

U2貝以下，224貝以下等参照〉。 信測ウ叙述をみると，r凡そ天地の物を生ずるは， 各其物に従て適宜

注G 2) r易経J は高旧真治，後藤基己訳になるr易経J (岩波文® 版，上 • 卞 2 冊分）より弓‘I用する。

'(13) r息経J (岩波文庫）上81頁。

(14) r易経J (岩波文庫）上82頁。

(15) r易経J (岩波文庫）上91買。 ■

( 1 6 ) [易経』 （岩波文庫）上91頁。

( 1 7 )以下のr天：!:j [人工J についての叙述は,厳内清訳r天工開物J の解説によっている。引用はすべて東洋文® 版，363 

(以下を参照。
(18) r農業全書j (岩波文Eli) 22頁。

( 1 9 ) 同 上 2項 。

( 2 0 ) 同 上 22寅。 ’

(2り佐族信溯が宫崎安肖，貝原益軒について言及している個所は所々 に散見しうるが，r経済要錄J の中では農業技術のた
めの指導書として窗崎安真のr襄業全f j の価値を高く評価し，本論において後に言及するが,また若ずの批判を加え 

ている。 '

^— — 23 (651、
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r三旧学会雑誌j n 巻 5号 （1978年10月)

なる気候と相応ずべきの士性ありて，強ることの為らざる者なり。然りと雖共，人は—館小天地な 

るが故に，人心の霊蜜を以て深考遠謀り，変通転換の妙術を施行ときは，不k可生の土地に不レ可 

生の物品を生ぜしめ，不レ可レ熟の時に不レ可レ熟の物品を熟せしむべし，是此を造化の妙用と云ふ。 

是故に開物に従事する者は, 先ず此'等の神理を精梵するにあらざれば，耕農の業を勤行'と雖も，従 

来に一倍するの国益を興すことを得べからず。」 と。

2.

わが国近世 r経世論J が時代の推移お即して展開する時に， r生産J ニ r開物I の思想、を各思想

家がどのように位置づけ，理解してぃたかを，本論の主題を理解する上に必要と思われる範囲で,

以下若干の検討を加えてみたぃ。.'

まず近世中期に至る思想家の中で, 熊沢蕃山（元和5年 . 1S19—元禄4年 ♦I69りを逸するととは出

来なぃ。中ボ護人 • 森数男商氏はその著書「日 本 の 開 明 思 に お ぃ て ，わが国め開明思想‘開物

思想の源流を，熊沢蕃山にもとめ，時 ♦所 . 位にjtEじて政治• 経 済 • 民生の理論，とくに「民生J
(24)

r利用厚生Jの実学的側面に注目してぃる0 蕃 山 は f■時所位の至善を分別する学者日用の工夫がi 徳 

論であって: ; これを和書にまとめ，より現実的な経世治教のことにわたる論を外書にまとめたとす
(25)

るJ。『集義和書J (寬文I2年 • I672), 「集義外書J (宝永6年 * m 9) のニ書と r大学或問J (r2iヶ条の

W i 貞享4年 . ！687)の随所にI■利用厚生_] 「富J が言及されてぃる。 大学或ri6みおぃて蕃山

は人君の天職を論じr仁心j と共に r仁政J を行うことを天職とし，仁政とは r富有J で ぁ [具

体的に把握し, . 著名な关富有論を展開した。庶人困窮の根因を採り,それを解決するための譲論を

展開したが，その理論の根底に, 生産，とくに，米の増産，開物への施策を持つ，すなわち蕃山の 
 ̂ (28)

ぃう >すたる米J をすたらせぬ具体策を述べる。すたる米をすたらせぬ様にする勉置として，川堤

;の普請のこと，旱天の備として池 . 水を治めること，木描耕作をやめ米を作ること，酒をつくらぬ

こと，たば.こ作，南蛮菜子の禁止，海洋渡航における難破の防止等をあげている。同時に蕃山は

法(22 )佐藤信剑r経済要録J (夢波文庫版）112貢。

( 2 3 )中沢護人, 森数男著r日本の開明思想J (紀併鼠導新書版）は日本のr近代化の原動力として決定的な割役を演じたj 

ものをr開明思想j であったとの見解のもとで，R本の開明思想の源流をたずね，熊iK蕃山，富永仲基及び懷德堂の人 

ノ<を検討し，さらに中国および朝鮮半岛で発達した[)目明思想を検討し，わが国の思想との関速を考え,本格的な開明家 
として本多利明，佐藤信浏を取极ゥてぃる。開明思想を考える場合，実学思想，開物思想に焦点をあわせてぃる9,今回 

の她論を書ぐにもたり，多くの示唆を与えられた。 ’

(24) (■日本の開明思想j 26Mo

(25) r HI本思想大系j 中のr熊沢蕃山J 集，後藤陽一（■解説J 519頁。 ：

( 2 6 )熊沢蕃山r大学或[I!jj ( r日本思想大系J 中のr熊沢密山J 集）4ii頁，熊沢蕃山の経世論に関し若-で研究を発表し 

たことがあ,?>0 f■近世前期経世済民論の一薄察ー蕃山の所論を中心として一J ( f社会経済史学J 第32卷第3残)。
<；27) .1•ネt為Si明j ネ系本チ15Ho
(28) (■大学或問J 大ク卞本 418貝以下に述べられてぃる。

— -24 {652) ■—— ■

ベめ



わが■近世経世家の中で，極めて明白な形で I■食貨J を論じたのは太宰春台(延宝8年‘1680—延享-

注( 29)  r大学或間J 417頁，勢とは r当世のなりゆきj である-が，わたくしは商品貨幣の発展を内容とする社会経済構造と考え 

てぃる。 ■ /

( 30) [大学或問J 418頁以下に。その主張が展開されて い る 。

(3り 熊 沢 審 山 ！•集義和書J ( 日本思想大系r熊沢蕃山J 111貝一133頁。 ‘

(32) r周易盤辞下伝ニ章j お波文庫版T易経J 下巻254頁一 255頁fc易の原文があり，蕃山のr始物解J はこの原文をあげ， 

それを解説したものである。内容は中国古代聖王により，易をはじめとし1：諸物力*、制定されて行った情を説明したも 

のである。 . , -

(33) r集義和書J 111貝。 ■ ■ '

■ (34) I■同上！112頁。 ' ' ■'

(35) r集義和書j H 5 M .審山のr財用J についての考方はきわめて根本的な考方であゥで，後に活躍する多くの思想家の 

発言の中に同一の趣旨のものを多く見出すことが出来る。これは儒教教典よりの影響である。信糊の場合において,こ 

れとは同趣旨の考方があることに注意したい。
(36) r集義和書J 116—11ぼ 。

( 3 7 )以下の諸々 の利は民生，利用厚生のために制走したところのものである◊ r狭義和書J m —132頁。

. ( 38)  r保義和書i 132頁。 . . ■

~— • 25 (053')~~一~ '

r今の勢J に注目し，米ー该一物価の関係，交換手段としての貨幣の存在，商品 • 貨す経済の発展，

貨將経済におおわれている社会経済構造をr今の勢J ニ当世のなりゆきと認識し，こ.れを停止する：

ための蕃山のいうr米づかいの経済j の主張をしたか蕃山はr集義和書J 巻第七: r始物解/においで
(32) (伏）

「周易繁辞下f云ニまJ の器物の起源を記した文ぎを解読しているが，包儀氏 • 神農氏 . 黄帝 ‘ 堯 ,、' - 

辩氏と時をおうて, 生 • 開物が創始され発.展して行く事情を述べている。伏儀は聖人の始であり,

「始チA 卦ヲ作リタマフ_! r此A 卦，文字，経書 / 始ナリ。 .‘‘… コ'、ニヲイチ，夭地方物ノ理コトゴ, 
(33)

トク備レリJ , 糸 • 繩 • 網をつくり, 鳥獣 ♦魚をとることを教えたこと。神農は農耕の術を教えた

こと， 縛の利J , 天下の人々に農業生産の技術を教えたこと，r天施シ地生ズ，与時偕ニ行,、,レト 
’ (34)

.イヘリ0 天 • 地 . 人ナラビ益アノレモノハ耕作ノ業ナリ0 .故ュ民ハ国ノ本ナリト云o j蕃 山 は r財用J

について説明し [財用ト云/、, 金銀銭等ノ事こハアラズ。 金銀多キハ， 却チ天下困窮スル、モ/す
(35)

リ◊ 真ノ辟用ト云ハ，五穀ノ多ト薪* 材木 • 麻 . 綿等，民生日用ノ物ヲ云フナリo J と蕃山の主張

を明白に述べている。さらに神農において，「市J「交易Jの成立が, そして，農業を事とする者，獻
* (36) 、

鎌を造る者, 商人間の分業論が述べられているい黄帝.•堯 •舜氏に至り，.時 • 処 ’位に応じた德治が‘ 
(37)

行われ， r舟揖の利J r牛馬の利3 (r舟享馬ヤメ利J ) , ,武倘，「曰件の利」 「弧矢の利j 「宫ま / 利丄r棺

样ノ禾ijj (旧 梓 *棺样は，民を、して生を養ひ冗を送りて憾なからしむる所以なりj ) » 始物解の末文には,後
(.38)

世聖人が「文宇ヲ.作チ善悪邪正ヲ明ニシ, 符節.ヲ作テ真偽ヲタ广シタマヒシJ がために小人の邪曲 

がかくれ，政治が行なわれたことを述べている。蕃山の経済論の根底に，民生, 利用厚生が.あり，

開物についての主張が存在し，実学的主張をそこにみることが出来ることに注目したい。

近世開物思想の一考察
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4年 ‘ 1ア47) である。 r食貨J とは春台のr経 済 (享保I4年 . I 729〉には’ r上天子51リ下庶民造,

(40) (41)

天下ノ人ノ治生:/道ヲ云也J とあり，「食J と は r人ノ唤物，米穀ノ類ヲ指テ言フJ r貨J は r貨財

也宝貨也タカラト訓ズ， 貨ニハ種々ノ物アリ

フ

略 •… 人ノ生涯ヲ助ル故ニ都チ是ヲ其物トイ 
' (42)

义货幣トイフハ錢也， 銭ニH 品アリ， 金 • 銀 • 銅也。J とあり， r民生J r利用厚生J r洽生J

の道を論ずるもので、ある。春台においても周易「天地之大徳曰レ生J を引用シ，「天地ハ万物ヲ生ズ

ルノミノ德也, 既ニ物ヲ生ジチ，又是 'ヲ養フ道アリ，夫地ノ道ニサへ不違バ，凡生アル物ノ養ハ
(44)

レズシチ死スルトイフコトハ無キナリo j治生の道に心を用うれば，貨物に不足せず人々は安穏に
(45) (46)

生活出来る。 これが r天地ノ大徳J であり，「利用厚生」とは此事:を云うのである0 天地の大徳と人

の働きについては次のごとく述べている。 r土ハ必ズ物プ生ズル者也。 .是天地ス人ヲ養フ所也。

然ドモ天地パ言ハズ，人ノ手ヲ執チ教フルコドモナシ，五士ノ土，皆人民ノ利トナり，旧ノ宝トナ

ル道アレドそ，智者ニ亦ザレバ是ヲ知ラズ, 英雄ニ非レバ是ヲ行フコト能ハズo J天と地と人との開
• (48)

係が述べられ，さらにr地力ヲ足ストハ土 3 リ出ル程ノ利ラ遺サズ取尽ストイフ義」であって，地力

を尽すという道を立て，行うことによって，-国を富ますことが出来る。すなわち「土地ュアル程ノ
(イ9、

利 , 遺ラズ出デ，而モ之ヲ用チ足ルコトモナシ，是ヲ無尽蔵ト云フj r其処ノ無尽蔵ヲ考チ， 其無

尽蔵ノ物ヲ取出シ，其上ニチ他所ト交易シチ，有ル物ヲ無キ物ニ換レバ，何ニチモ用度ノ乏シキコ
(50)

トハナシ。如レ此ュ土地ヲ治ムルヲ，地力ヲ尽ストイヒ, 地ニ遣利ナシトイフj o この地力を尽すと 

と，そこに農朝 の̂技術が求められ，それによって地に遣利がなく，かくて国が富有となる。この国を 

富すことが本であり， 富メバ兵ヲ強クスルコトモ易シ。因チ是ヲ富国強兵ノ道トイ(さJと。また 

金のま出を述べる個所にて-春台は， r民用こ 利アル物ヲ，空ク土中ニ隨シ置コ ト ， 惜 キ コ ト ニ 非ズ 

ヤ，是こ術アリトイフハ術ハ道也，天 地 、万物ヲ生ジチ，人ヲ養フ者也，神ハ聪明正直ナル者也， 

人ョク礼ヲ以チ神ヲ敬へバ, 神必人ニ福ヲ与フ，若無礼ヲ以チ神ニ近ゾケバ必崇タ受ル&5̂ と述べ 

て, 其神を祭て其物を乞う必要があり，人が無礼を以て非道に其ぎを奪んとする時は神罰をうける

注(39) 太宰春台「経済録J は日本思獨大系r沮抹学派j 雄に取錄されているが校注者の意図で* 序，凡例，卷之一 ， 及び卷之 

十のみが選択され, 第五卷 r食貧j は除力、れている。ここでの引用はr日本経済大典j 第 9 卷 r経済録J を利用した。

(40) r経済錢J ( 日本経済大典）第 9 巻487真。

(4り 同 上 487頁。

(4 2 )同上 4 8 m 。 ■

(43) f周,鶴辞下伝j, r息経j 下，岩波文庫本251頁。

(4り r経済録j 488K。
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注( 5 3 ) 太宰春台 r経済錄拾遺」日本思想大系r狙律学派J 集に収録されている。 （日本経済大典第9卷にも所収) 前車は「食 

貨J の補足として述べられたところのもので春台のきわめて現実的な施策への抱鱼をみることがW 来る。

( 5 4 ) 日本思想大系.「锻桃学派j ま中の愿藤正爽氏の解説を参照のこと。 ‘ ’

( 5 5 ) [経済錄拾遺J 日本思想大系r狙味学派j /15頁。. ，

( 5 6 ) 同 上 が ;H。 - 、

(5 7 ) .同 上 48其。卷台による開物論の積極的なお張である。その上で交易論が展開しているところに注0 L たい0

( 5 8 ) 同 上 5域 。 . 、 .

ものであるともいう。

春台には「経済きJ 中の第五卷食賀と第九卷制度にもれた事柄について補足した文にr経済録拾
C53)

遺」がある。これは経済録に記されている食貸の内容に転換を与え, いわゆる重商主義的価値観，
. C54)

あるいは藩專売制度主張への一大転換をなした書物として注目されるととろのものである。春台の 

政治論に具体性と実用性があり，当時の人々に歉迪された点を最も良く示しているものであるが,
(55)

春台は当時の社会経済の実情を把握し，支配者が r国用不足シチ貧困スルコト甚シJ とし，御借上，

莫大なる借金，国民を暴敛する有様で，如何にも救いがたい状態を認識し，これ?と対して解決する'

道を具体的に述べている。国家に制度を立てるのが根本ではあるが，今は病の急なるととるをみて，

是を救う方策を考えるべきであるとしX , 今の世はただ金銀の世界であり，金銀にて万事の用を足

すことが出来るから，如何にもして金後を獲得せんと努力せねばならない。金銀を手に入れる術は 
(56) ■ ■'

r買売Jが一番近道であるという認識の下に，春台は国ヲ富ス術ニ富国策を述べるのである。すなわ

ち r此等ノ経済ュ傲チ，計策ヲ用ヒバ，大小ノ諸侯 /国ニ，何トイフコトナク, 土産ナキハ有 ラズ&

士産ス出ルニ多キ有リ，寡キ有リ0 土産寡キ処ハ，其民ヲ教導シ，督 實 （タ、*シセム）シチ，士地ノ

宜キニ随チ，百穀ノ外,木ニ  T モ草ニチモ，用ニ立ツぺキ物ヲ種チ，土地ノ多ク出ル様ニスペシ。

又国民ニ宜キ細工ヲ教チ, 襄業ノ暇ニ，何ュチモ人間ノ用ニ立べキ物ヲ作リ出サシメチ，他国.ト交
(57) ‘

易 （シロモノガへ）シチ，国用ヲ足スペシ。最国ヲまス術ナリ。」 と。富国の第一， 根本は藩内に開

物を行い，貨物の生産を豊まにするための諸指導をなし, 多くの土産を獲得し,しかる後に土まを

葬外に送りT交易J を行うのが，金銀を獲得する道であると主張している。この貸物を交易するに

あたりて，藩内の貨物を収集し，それを売却する主体として，市賈にかわるに藩が主体的に行動す

る事を主張し，いわゆる rま專売制J である0 そして春台は「金銀ヲ豊饒ニスル術ハ，市賈ョリ近 
' ( 53) .

キコト無シ。 ......諸侯其国ノ 土産ヲ以テ，他所ニ市賈センニ, 何ノ傅ル所アランヤo J といわゆる

重商主義的見解を瑪ぺたのである。すでに引用した文より判新出来るごとく，交易の根底に，具体

的に生産を増強し，開物め業を拡大することが前提されている。春は具伴的な開業の技術•仕方

そ‘のものについての叙述をかいているが，春台の意図が開物•産業の発展におかれていた点に注目

したいと考えている。
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r三II!学会雑誌J マ1卷 5 号 (!978年10月）

4,

わたくしは林子平（元文3年 *1ね6—寬政5年 . 1ァ93) の富国策を検詩したことがある。林子平や次
： . - , . . . ' . . .  

に検討を加えんとする本多利明（延享元年’ I744—文政4年 .1821),ややおくれて活躍した本論文の

主題である佐藤信測（明和6年 ‘ I769—嘉永3年 • ISSO)学が活躍した18世紀後丰より19世紀前半にか

けての時代を，前述した安貞，蕃山，春台学の活躍した元禄享保期と比するとき，そこにいちじる

しい相違点を見出すことが出来る。決定的な相異点と考えられるものは， 日本をとりまく国際環境

にみる大きな変化である。海外よりせまり来るロシャ及び西欧列強の外寇の危険が身近かにせまり

つつあるとする脅威の観念であり，それに対する防禦の必要，防備を完全ならしめるための国力め

充実が，切実な問題として識者に意識されるに至ったことである0 との海外♦ 情と共に， 目を国内

享情に向けた時，幕藩体制の構造的危機が前時代に比してまことに深刻となり，それはあらゆるぜ

で露呈I；ていた。幕府諸侯-成土層の財政窮迫, 農民め困窮， 夫炎, 餓灌, 間引， 荒田にみられ

る農村の破壊，農民歸争の激化，産業の発M , 商人資本め旺處なる活動,新しい学間としての蘭学

の発展と普及, 科学的 • 合理的 • 経驗的思想のめざましい発展等が指摘される。子平, 利明，信制

等の思想を検討する場合，農村の荒廃, 農民の因窮》商人資本の活動,政治の旗敗が意識にのばり

構成されて行ったので、あるが，外寇の危機が常に念頭にあったことを忘れてはならない。林子平は

仙台藩の藩情を背景として，富国強兵の理論を展開じたが, それは子平が仙台侯に捧げた•■第一上

書j (明和2年, 富国建議) , r第二上書丄（天明元年）T第三上書J (天明5年，貨殖存寄書)， rま国策J,

主 著 •■海® 兵談J (夭明6年〉等で述べられている6 海国兵談には経済の大略，国家を结済するの要

として9 項目をあげ，第 一 の r食貨J を接済の第1 項目にあげ，第 8 め r地理」において気候風土

に郞した国産を産出する必要のあることを*提言している。第二上書において子平はr開国達」さら

に 「措將の制J の二方策が相補完しあって充実する時， 『富国』へ道が開らかれるというのであ

る。子乎は上書において， r致富ニ富国; I の具体的な時務策を開陳している。人の世に四難' m m . 
(63)

水難. 火難，病難)，これに軍旅を加えて五難があるが，これに対する備のためにr金栽J を十分貯 

えることが必要であるという。第一は穀，広く国摩の奨励である。第二は金後の蓄積のための施策

注(59) r江戸時代経世済民論の一考察一林子平のr富国J 策を中心として一J ( 学会雜誌j 54卷6号)。

本論文はia世経世家がr富J について如何なる考方を持っていたかのr富観J を检討し，その富の観念の相與により 

て富旧策が與ゥて来る成を，水戸学派の経世家の思想を念® におさつつ，称子平のま国策を換討したもめである。一藩 

iC商:li義的思想を有していたとされる子平力；国遗のせf礎 = 開物に注0 している点にふれている。 、

( 6 0 )林子平の[第一上ijj rtfニ上書J r第三上窗j f富国策j rjfa国兵語j の献言及び著書ぱr林子平全集j 肯 第 二 巻  
に所収ネ全は昭和18年，及び昭和19年に，生活社より出版されている‘  ‘

(6り r海国兵語j (林子乎全染）第 一 卷 384頁。

(62) f第二上银J . (林子乎全集; )第;；!巻 \伽 〜 500真。 .

(63) (■海®兵語J (林子平全架）第 巻 359頁。
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である。とのニつの政策が「国を富ます御政(|l)jである。第一^の国産の奨励には，T地 利 を 尽 こ

とを求め，それを十分にするためには「術J が必要となる。かくて自国藩内で土産を取立て,開物

の業を進めることを主張する6 今具体的にそれを述べる余裕はないが，漆，桑，猪の兰木をはじめ

農産物 • 水産物 • 手工芸品等多くの国廣品をあげて注意すべき要項を述ぺていて，開物の説明であ

る。ここで注意すべき点は，子平は米穀の生産には良田. 良失の力が向けらるべきであって，其他 
' ,(66)

の産出には捨て地を利用し，婦女子の労力によって行わるべきであり，細工物も r士凡諸陪臣町人 
(67)

宿守之隱居婦女拿J にて製造さるべきであるとの指摘である。このように貨殖は国内において土産 

を取* てること，国産を盛にすることを根本とするもので、あるが，これだけでは未だ不十分であり, 

その土産を他国に送りて金銀を獲得することにより.，富国が完成すると主張する。この他国へ移出 

し取引し金銀を獲得する具体策として，藩内に流通するr格幣J = 藩札を発行し，それにて士産を 

集荷し, それを移出す？)ことが必要である。 こ の r開国産J と r措幣の制J とのニ政策により,国 

は富み，それにより学校を興し，文武兩全の人材を教まし，武備を完備してはじめて,仙台藩は日 

本無双の文武国となることが出来るという。

' 近世開物思想の一考察

さて，目を本多利明に転じよう。利明については，日本思想大系r本多利明 • 海保言陵J 集中に

嫁各晃弘氏は「経世秘策J 「西域物語_]「交易論_1「西觀^?情_ !「長器論_1を正確に復刻され,.同時に

綿密なる頭注，補法を本文に加えられ, さら に r江戸後期における経世家のニづの型一本多利明と

海保ぎ陵の場合一」及 び 「本多利明J .のニ論文で解誰をこころみられている。利明研究のため基礎

的な資料の復刻と，すぐれた解説に注目すぺきである。また別の视角からであるが,前為の中沢護

人 , 森数男共著 r日本の開明思想J は本多利明を日本のすぐれた開明思想家•開物思想家として評

価し多くの直をさV、ている、。わたくしはこれまで若干の思想家0 経世論'の骨組を検討しその理論

の根底に，生一開物の思想が存在していることを述べてきたのであるが，ここでは上の檢討にそ
"(68)

うて利明.の経世論を考えてみたいと思う。わたくレは「本多利明の農政論j を梭討したことがある。 

そこでは，利明の全'思想体系解明の端緒として，利明がその時代の農業生産一 農村一 農民事情を客 

観的に洞察し，貧困ー恶の発生の根源:をつきとめ，そこから貧困一悪の間題を解決し庶民を救済 

せんとして諸政策を述べた事を検討した。利明の諸政策が主として働政の® 力、ら把握され,そこか
•---------- ：------ — ------- r̂ - ' I -'

注(64) r第二上書j (林子平全傷）第二巻504頁。 . ；

(65) f富国建譲J (林子平全集）第二巻お4頁。 ’ ,

(66) r货殖在寄書j (林子平全集）第二卷535K„ ,
(67)同上，548^0

(68) f本多利明の與政論一その前提一j (r2W学会雑誌J 第ね残第5#), r本多利明の農政論（練）一その経済政策の性格 

一J ( rntu学会雑誌J 辦51巻第10号V  ' . リ
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ら，利明特有の人口理論との関連より，交易，海外発展論が展開されているととを述べている。利 

明の思想形成と特質については別稿にも若干述べたが，彼の思想は四書五経的，封建道学的な学問 

より離れて, 算学 ♦天文 • 暦学 •地理 •測量，及び各糖の産業技術（例えぱ航海術• 洽金術など）を学 

びとり，西欧の近代的• 科学的精神r 影響をうけ，その結果，合理的•科学的精神に貫かれていた。
' (69) .

利明には r経世秘策J なる注目すべき書がある。 この唐は r国家豊饒策」の別名もあり，国を経営

し，富有ならしめるためめ秘訣とする諸政策を論じたものである◊ まず利明は農村の破壊，農民の

困窮，悪の存在の実情を, 利明特有の人口理論をふまえて洞寒し， 「万民追ヒ日ヲ追』 レ, 増殖の勢，

ひを為すは，至極其答のこと也。是に従ひ国産も亦追《̂白追増殖せざれぱ，天下の国用不足する

故, 日本国中の嚷野及空山迄も，土地の限りは皆開発し，田畑となりて，農業耕作して百穀百葉出

産せざれぱならず。若是が不足せば，方民の国用不足となりて，M 歳機鍾に当りて機渴の庶民出来
(70)

する也。其内農民多く機死する故, ■ 産不足になりて，世の中静譜ならず。」 という。 これに対し 

て, 「追レ日追ぃ月増殖する四民0 勢ひを折かぬ様にと慮らずんぱならずJ , 人口が時の経過;ともに 

急激に増加十るこの勢ひを胆止しないで平安に生活出来るためには，r四大急務を以,■政の最第一
(72)

として治むJ ぺきである。カぺすれぱ人口が増加するので良田富の荒廃もなく，良田鳥が開田され，
(73)

国家豊饒となると考えている。 また利明はr通用金銀の際限を建ることは肝要なりJとつけ加えてい 
' ( 7 4 )

る。四大急務とは第一が6硕，第二諸金，第三船舶，すべて開業の大業であり，「開物Jの事業である0 

第四属島の開業は海外における® 土の開業の実施と交易である。いまとれらについての詳細な説明 

は省略するが，結果として '「一国一郡を治め，天下を治るも, 此四大急務を用て治るときは,日本 

の喊野空山迄も，土地の限りは田畑となりて居村出来，其勢ひ盛んに行はれ,終に島々までも
(75)

独開して,金銀銅山も独開し,百穀百菜も追ノ?̂増殖して，天下の国用に不足することなし。I 富国の
^ (76) ■ ^
実現である。 この国家ま饒策は利明の云うrII然治道丄（永世不動の大治，国言を増し，農民を撫育する 

ための天意に則した経済政策である）であるo g 然治道の政治の範は西欧列強にある。さらに利明は経 

世秘策後編において，「唯今の時勢より執入て他に背ことなく，天下国家に益ある仕方に勉るを名

「いまだ製作
(77) (78)

て，ffl務J といい, 国 務 に r大急務あり，小急務ありJ て，前者は四大急務であり，
(79)

を得ざる物数多ある内にJ 急務なる物四品ありとして第小急務4 条をのべ，さらに第二小急務3
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注 本多利明「経世秘策j は日本思想大系「本多利明.海保靑陵j 後に塚谷晃弘氏校注にて収録されている, 

本多利明r経世秘策j 巻上，日本思想大系r本多利明• 泥保青陵_ )集12貝。

同上，13Ko 

同上，13買。

同上，1頻。

同上，14頁。

本多利明「経世秘卷で，大系22真。

同 上 22貝，塚谷氏による校注，および補注に[自然治道」に関するすぐれた説明がある。参照。

本多利明「経世秘策J 後翁，大系 59K。

同上，59直シ

同上, 60其◊すべてここで論じられている項目は逾 衆 発一 [}目物である。
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本多利'明の入ロ理論につ'/、てはここではふれな1/、《 

多利明r西域物語i 下 大 系 147頁。

同上，147直。

同上，147直。

同上，15嗔ー160寅。

本多利明r交お論J 大系167貝。

3 1 (65^)

条，第ち小急務3 条をのべ，金銀の精製，炮確の製造，家根冗を鉄製にすること，玻璃障子を製作 

す,ることの開物を，淀川，阿部熊川，千曲川の河川整理，洽水を, 児島湾，錯鶴，大鶴，田憶,猫 

笛代の整理，新田開発參の開物を具体的につけ加えて述べている。すべてこれらは生産,産業の開 

発 , 開物の政策であり，これが富国の基礎におかれていることに注意したい。

さて特有の人口理によれば，以上のごとき開物によるも♦利 明 は I■産業不足するめ道理也J とい 

い，「良国の力を以, ま国の養育をせんとすれば常に不レ足，強てせんとすれば国民疲れて,廃業の 

国民出来して大業を破るに至る。J と認識するに至り， 次のごとぐ云う。 r爱を以, 他国のカを容 

れずしては， 何一 つ̂成就する事なし。 他国の力を容んは, 海洋を涉渡せざれぱ, 他国へ至る♦難 

し， 海洋を渉渡するぱ， 天文 • 地理 • 涉渡の法に暗くては， 海洋を渉渡するまならず。 故に西城 

の風俗人倩の事を臭吳も述たると。同一の趣旨をr只其国より産る所の物を用て，其rtを養ん 

とすれば常に足らず。強てせんとすれば，必ず国民疲れて成就せず。於チ是ュ他の力を入れずして 

は，大業の成就する事は決てなし。此境を，開祖たる人能請悟し，万国の力を抜取て我国へ入れざ
(84)

れぱ，此大業が決て成就せずと見究め，拔万国の力を抜取に•は , 交易を用て抜取の外なし。J 国内 

の生ま • 開業の限界は, 人口理論により，海外渉波，交易，属鳥の開業へと展開する◊ 海外渉渡, 

交易，属鳥の開業について利明は具体的に詳細な理論を述べているが， 現実の日本（支那と共に). 

は r国家を末増に豊饒になし，永久其末を遂て，遂々国力を厚くするの真法を，民に教へ，方国へ
(85)

渡海交易させ，他国の国力を抜取て, 我国へ入の密策J を実行するに至っていないのである。

利明は国家豊饒の秘策を検討した時，西欧の科学，産業技術，請制度，合理思想を土台として, 

r農業は国の本Jとして, 農業生産の増進と，それよりはるかに広範囲の産業開発ニ開業の業ニ開物 

の主張を試みたのやあるが, 人口理論と関連し，国内生産に限界のあるところから， 「重商主義J 

的特色を持つと称せ^れる利明の交息論一賀易と属鳥開業の政策の主張となってあらわれたのであ 

る。.交息一貿易，属鳥の開業等のいわゆる「重商主義J 的主張には単なる海外との取引，金銀の獲 

得に限るのではなく，属島の開業まの開物を重視し，単なる貿易中'L、主義でないことに注目したい 

のである。

, . 6 . - .

幕末期水戸藩において成立した水戸学乃至水戸学派と称せられる諸学者の思想を検討してみよ

近世開物思想の一考察
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^ 0 水戸学派の諸思想家も前述の18世紀後半以来19世紀前半の国内外の社会. 経済*政治状況下の 

諸問題とくに内憂ー資困，外患一海外より侵略の脅>威に対応して経世論を展開した諸思想家と同一 

の課題を鱼っていた0 .水戸藩のおかれていた藩情（政治*社会• 経済の底史的諸条件, とくに思想状況） 

により農本主義的色彩を色濃く持つに至ったところに特色があるまず水戸学派の代表的思想家で
(87)

ある藤田幽谷（安永3年 .1774—文政9年ベ 826) を檢討しよう。幽 各 は r安民論J において人君の政

洽の耍論を「安民J に求めた◊ 安民とは r人民を養うことでありJ , 民に衣食住をゆたかに与え*
(88) • 

後より人民を教え導く，「庶 • 富 • 教J の原則にのっとった仁政であるb ま た 「正梳 ♦利用 .•厚生J
(89) (90) (91)

を言う。こ/こに示されナこ根本思想はr丁已封事J「丁卯封まJ などの封事と主著r勧晨或問」にて原 

開されている。幽谷は眼前の水戸藩の時弊をみ，とくに農業生産，農村の荒廃,農民の悲惨なるう 

れうぺき状態に対して，いかに復興し，農民を救済し，民生を安定するかの農政革新乃至藩政建直 

しを献策した。 幽谷ぱ根本思想である儒学的仁政思想であるr庶富教J を述べ* r如何なる政あり
'Q3)

てか庶ありて且富み国用不足なく上下安泰たるべきやJ との間を発し，水戸藩の時醉に即して「勧

農J の政の必要なることを論じだ◊ 古来，「土地，人 民 . 政まJ を三宝とし，三宝を宝とレズ勸擧

の政を行う。勘農め術が万全 '̂ ^あるならぱ遊情の民を尽く耕作に駆りたてることが出来る。.そのた

めに は •■とれを利し是を貴:ぶに在る而己，これを利し:t ぶときは民の農にすXむ享水り專きに流れ
(95〉

獣の城きに走るが如きこと疑なかる,ぺしJ .と。丄かし現実においてはr農を貴ぱず農に利せざる:の 

みに非ず五の大弊ありて日日月月に其病深く成ども是を止ることなし嘆すべき事なさ^ )とし，この
(97)

S 大弊を取り除かぬならぱ農業を復興するととは不可能であるという。五大弊とそれを廃止する政 

策について詳細に論ずることは省略するが* r富国の本務は勧農に在て勧農の政先づ五弊を除くに 

あるJ といい，この具体策の実施をI明看賢相J に求めている。また幽谷は「利用 • 厚生 . 正德J 

こ示される聖人の仁政の原則をもって，非実学的な水戸藩の政治を批判し，政 治 は r国は富み，兵 

は強く，民は信ずj を根本に実施さるべく，幽各は兵を強くするために国を富ますことを第にす

注(86) r近世廣政思想の一考察一画谷の場合一 J ( r三(B学会ぜ誌j 第52卷第5 号） r近世農政思想の一考察一 幽谷を継嚴した 

人  々一！( 『三旧学会|^誌』第52巻第11号)拙論でわた < しは藤田幽谷，会沢正，藤m東湖の経を水戸愈情を肯景丄 

して検討した0

( 8 7 ) 愈B3幽 谷 「安民は 菊 池 厳 ニ 郎 編 r幽谷全集J (昭和10年）に所収されている。

( 8 8 ) 同上, 全 乾 226Mo

( 8 9 ) 藤tn幽 各 r第 一 封 寬 政 grJji (1 7 9 7 )である。

( 9 0 ) 愈ffl幽 谷 『第ニ封事_ )亥化4̂ ?を（1抓 0  .

( 9 1 ) 藤ra幽 谷 r勸廣或問J 竟政10年 (1 7 9 9 )以下の引用は菊池編r幽谷全染J による，

( 9 2 ) 同上，123貝◊ ' -

( 9 3 ) 同上，123寅。 ‘

( 9 4 ) 同上，125^0 ■.

( 9 5 ) 同上，130；̂。

( 9 6 ) 同上，130直◊

(9り 大勝 と は 侈 情 の 脾 , 細 fの脾，力役の胖，横敛の胖，ぼ擾の称，をいう，前掲II文 参 照 . ‘

(98) m m m i 全集，i67貝。 ■ •,

'*-*—  32 (660 ) --
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べきととをいい, 国を富すことニ「富® 」の根本ゆ, .前 述 の r勤農J にあり.,民を愛護することに

よって国がまむ，この富国こそが強兵の基である。幽谷の富国論が農本主義によって貫らぬかれX

いる点は, 「国産J一広く開物一への見解によって知ることが出来る0 すなはち, 国産奨励r 藩が巨

額の金を支出し‘ている現状をみて,体御国の品を用ると申事道理は宜侯へ共肝要之所は不行届

是世話をやき候事を見聞仕候に皆々末業之利を事とし候者を助け候致方にて真実国の利には不罷成

候J といい，国産奨励 • 開物のための支出は，ま業の利を事とするエ商の輩を助ける結果となり，

本業ニ農を粗末にし，真実に国の利とはならいと言っている。農を本とし，農こそ言の源泉である,

と考え，経世論が構成されたのである。

幽# よ t)やや後に活曙した会沢正（正志. .正志斎）（ま明2年 • I?82—文久3年 . I 855) I t 藤H :東湖

(文化3年 .ISO6—安政2年 ，1855) と共に, 後期水P 学を代表する思想家であって， 師藤田幽谷の

思想を継壤 • 発展させた偉材である。正志ぎは幽容と同様に実学を唱導し，摄夷論との関連で政治

の核心を民政の実施，民生経済の安定におき，「利用 .*淳生 . 正徳_!を政治の三大要素として重視
(100)

し,それの実行につとめた。時弊を痛論し,具体的な施策を論じたものが主著r新論J である。い 

. ま新論に展開されt いるI E志寿の経世論を詳述する意図は無く，経世論の骨組について若干考察を 

加えたいと思う,。新論はまず対外危機の深刻化の認識, 当時の国際情勢の認識一形勢.膚情として説 

明されている一を述べ,外患ニ外寇を論じ, 国内に目を転じ，内憂を^ ^ ぺる。そして国内悪弥の認識 

とその挑除策に論及している。. ニ大悪弊は r曰く時勢の変なり。邪説の害な : り( 1 ^ である。この商 

者がわが国の理想的政治秩序を混乱させ，国内不安と窮乏の根因をなしている。 この悪弊を断たん 

ことを願い, r武士土着J の必要を論じ，富 ，生産 • 消費 • 貨輕 . •物資等を諭じ，富の実権が商人 

の宇に移行し，生産に従享する人口の激減，不生産者，消費者の激増の事実を増於し，ここより五 

穀の生産する「農」のみを, 農 の 中 [米作」のみを生库的と考え，他を不生産的なものとみなL ,  

民が米を生産し，土民がそれを支配出来る措置と制度（米価の間題を考えてぃる） とを確：立すること 

がW来れば民の生活が安定し，国は安らかになると考ネたのである。強兵の:^こめの富国の根本は 

「農J にあったが，正志斉は国防の必要上，巨統巨艦の建造を主張し， そのため， 錯， 舞, 銅, 

鉄，硫黄の類を諸国よりI I 出するニ開物を勧2 6 ; そのため「山嶽の秘J を発して鉱山業を開発し，

其他国内産業の開発を重視，強調している。しかしあくまでも中心は農藥一水由稲作にあり，富 

国の基礎を民生の安定においている。正志斉は諸産業の開発について次のごとく結論している。

r故に水士の産，人工の作，米穀の儲は，其の靡を息め，其の生を広くし，言ある'ものは之を除き， 

利あるものは之を興し，深く謀り，遗くi tり，時を相て她張し,之が権衡を設け，之が制度を立つる

近世開物思想の-^考察

注(99) [•丁卯封事j 全集，597頁。

(100)会沢正r新論j は岩波文庫版による。弓I用文は塚本氏の訳文による,

(101)同上,文庫本31頁0

(102) 同上，文庫本181S。
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は, 特にその人を待もて而る後に行はんとすと。力べのごとく，正志斉は外患と内憂とを結合 

し, 国を守るために国内改革を実施し> 富国强兵の実をあげんとして経世論を展開した。この必須 

の条件として国富の増大が論ぜられ,その中心は農業一米作にあるが，同時に国内産業の開発一開 

物ぺの目が開らかれはじめて、、るところに注目すぺく，師幽谷と比した時に,時勢の推移をそこに 

みることが出来, やがて水戸藩が行った開物への思想的前提が形成されつつあったのである0

7.

(104) ひ 05) (106)
佐 ぽ 信 淘 （明和 6 年 . 1 7 69— 嘉永3 年 . i s s o )は r経済要き J 序 言 （ r天柱記J 序言， r経済要略J 序言

等においてしぱしぱ述べているが, その内容は大同小異である）において， 佐ぽ五代の家学ニ経済之学の

成立について以下のごとく言及している。まず祖父不味軒が「機鍾腫行れて万民流散し，餓薄する 
(107)

者の甚多」きをみて，医業を捨て，経済之学に志し， r先農政を精し， 狗産を開き》 百エを與し，
(108)

其製造を巧にすべきの躇法を明にせんことを欲しJ て，農耕をはじめ多くの産業の「数理」を研究 

し, r開■新書:J 十二巻，T山相秘録」ニ巻を著したという。この開国新書は「経済の要旨，開物め蕴

(109)

奥J を説いた言であり, 佐藤家学ニ経済之学め「基根J やあるとし, その要旨は「荒膝たる国土を

新に開発して物塵を採出し，境内を富貴せしむるの論J であり，暇夷地を開拓'Tる策に似ていると

いう。ま た •■山相秘録J は各種欽山の山相学に相当する内容である。

父，玄明窟もまた「経済開物J の学を僻め，「開物究理J r経済講義J 等‘随筆十三巻， r山相秘録

図解』 巻，「坑場にて人夫を取扱へき法J ニ巻を箸したというo t■天柱記J 序説には r開物要録J

二十三巻, 「製媒秘餘」二十巻，「五金開発論J 七巻-等を著したとも述ぺているが，不思議fcこれら

の著述がすべて今日伝えられていないのである。また佐藤家の人々についての生涯，経歴について

もきわめて不明瞭で, 佐藤家学の存在そのものに否定的要素がきわめて強く，あるいは信測の創作に
(111)

よる部分が多いと言わざるをえないものである。さらに，信溯が自分自身を語る部分に関しても， 

きわめて不明確な部分が多く，その著作についても他人の箸書の劉盗が多い事がすでに指摘されて 

いる。いまここでそれを問題とするのではなく，信測が自己の経済学の基根をいずこに求めたかの,

注( 1 0 3 )同上，文庫本187貝。

( 1 0 4 )佐藤信刻r経済要錄J は髓本談一校訂になる岩波文ぽ本による。(昭和3年発行） .

(105) r天柱記j は日本思想体系 r安藤昌益* fe藤信洲J 集収録による。

(106) r経済要略j は日本思想体系本による。

(107) r経済耍镑」文庸本4貝。

( 1 0 8 ) 同上，文雄本4 直。

(1 0 9 )同上，文谢本4 直。

(11の 同 上 ，文 ®本 4 直。

( 1 1 1 )化藤家学の在在，佐藤五.代の人々の経歷ゃ箸作について合日まで多くの疑問が提山され, 

疑われている。森鋭三箸 r疑問の人後藤信湖参照。

--- o4 C.662) ■— '~*
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(112)
信浏の意図を間わんとしているのである。

信測は父が死に臨んだ時，r勉て経済開物の学J 'を講究し，父担の宿志を維ぎ，家学を成就せよ

といわれて，信測自身「経済開物の学Jを自得し，家学を継承し,経済学を樹立せんとする自意識を

強く懐くに至ったことを，しかも佐藤家学= 経済之学の基根がr経済開物Jにあるととの主張にわた

ぐしは注目したいのである。信浏の思想形成について不明の点が多いが, 信浏はとくに平111篤服の

皇国古道の学を学び, 天地創造, 天地が万物を化育すネ理を悟り，家学を成就したことを雖調してい 
(113) ■

る◊ また前述の開国新書, 開物要録を基礎とし, 1■館造化育論丄三巻，r天柱記J 三巻，r経済総録丄 

A 十巻を作り，草稿がすでに完成したとも述ぺてい:^。前二者は天地創造,天地の万物を化育する 

理を示し，経済之学の土台においたが, それはまさに生産= 開物の原理を展開したものであった0 

すなわち信測経済学は「国土を経営し,物産を開発じ, 土地をして遺利なからしむべき大意と，国家を
‘ ひ と  (114)

して永久隆盛にして衰微すること無く, 境内長なへに富饒にして，含霊の大ひに藩息すべき趣旨J 

をもって， r経済要為J 十五巻に結実したのである。 それ故 T経済耍録j こそ信糊家学= 経済之学 

の特質 • 構造を'明示した書物であるということが出来る。
, 015)

信渊によれば, 「経済J と 「国土を経緯し，蒼生を済救するの義J であり， 「国士を経営し,
(116)

物産を開発し，部内を富豊にし，万民を済救するの謂J である。人間の生活に不可欠の衣食住の物 

資を生産すること力く，人間の生命を保つ所以である。そのためには「能く境内の平原 . 膝野•山容 

• 河海 • 池沢 • 林蔽等を経緯して, 気候の寒を審にし，土性の剛柔を察し，氣候に適ひ,土性に宜き 

所の諸品を作り，天地化育の勢力を尽して，士地に遺利なからしめ，士農工商共に其職を勤て,瓶
(117)

息すること無く，奢侈すること無れば, 財用充足て，国家富盛すること必せりJ と。財用充足りて,-

国家が富盛になるためには, 第一に生産の増強, 開物の業の奨励,第二に奢侈をいましめ消費節約の

ニ面を強調しているが，このことは根本において伝統のま国.財用充足,安民の思想の継承に外なら 
(118)

ないのである。経済の目標はr■家富盛ニ富饒J にあり，そのためr は,‘ 気候 •風土♦等生産のため 

の諸条件•'天地間に存まするr理J を解明し， それを生産一開物の技術として利用し，「地力を尽
(119)

さ」しめ，「天地化育の勢力を尽して，土地に遣利なからしめるJ ことが根本であり，それは実に農
. . . . . ■  , . .

業生産，さらに諧ま業の発展である。この富国論が信測の経済学のr基根J であり，経済之学そQ  

ものでもある。ただここで注意すべきは，経済之学は「国家に主たる者」 = r一境の国土を領して，

r佐藤信
注( U 2 ) [経済耍錄J 文庫本，6貝。

(1 1 3 )平ffl神学と信浏の思想と'の関連についての検时は，日本思想大系「安藤昌益*佐藤信浏J 集の掷論r解説J 

浏— 人物. 思想ならびに研究史ーーJ を参照せられたい。
(114) f経済耍錄J 文庫本8頁。 ’

(1 1 5 )同上，文庫本13頁。
(116) 「経済廣略J 大系本522貝。
(117) r経资耍该J 文 本 13直。 '

(118) r財を生ずるに大道あり。これを生ずる者衆く，これを食する者寡く，とれを為る者疾く，これを用れえ者舒かまれば, 

財® に足る。J (大学〉これは生産が多く, 消費が少なければ，財貨がつねに除るという明め理を述べたものであるが， 
とれを根拠として生産增徹と消費節約を主張し, 経済論の基礎においた論者が多い◊

(119) r経済要録J 文庫本13頁。 - •
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r経済耍録j 文庫本 

同上，文 庫 本 1 4 H。

同上，文庫本17H—18貝。 

同上，文庫本18；H。

同上, 文 聯 18K»

同上，文fli本 18貝。

同上，文0 本 20頁。 

r経济耍略j 大系本527直。 

r経済耍錄j -jcm̂  22寅。 

同上， 22J4 

同上,力t{球 23頁。

同上，文{Iす本23其。
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此に君臨する人J = 「国君及び卿大夫參執政の貴宵J が 「天に代て下民を愛言すべきJ f■夫地の神
(12り

意を奉行し，世界の蒼生を済救すべきJ 大道であって，治者の安民の衛であることである。方民を 

救うためには. , 国内をま膽にする必耍があり，そのためには経済ニ開物の要旨を參し実施せねばな 

らない。とする治者への白覚の要請で'あるということである。

との経済ニ開物を実行するにあたり，鎭とすべきは西洋の、ロシア，イギリス等の諸国であり，北 

海道と同様な気候• 風土にありながら， r経営め基根として，種々工夫を凝し，上下:致して国家 

のft済を勉強せしに因て, 漸々国富み，兵強く為りて，今時にては,世界に名高き富盛国と為っ
(123) , (124)

たJ ニ国である。 この理を念頭に入れ， 日本の有利な諸条件を生かし，「物産製練の術J を研究し，

開物に努力して，わが国を開発し，海外を経略するならばr全世界の総主となるべき国J となると

いう。 かくて，信測は経済之学の内容として「創業J 「開物J r富国J (経済要録にてはこの三篇をと

く）及 び 「垂統J (経済要略には四項目が完備する）の四篇を展開したのである。 '

国家ま国策 • 経済〒開物の実行には，「もとでJ が前提され:}?ぱならない。 信浏はこのもとでニ

資本の形成 • 蓄 積 を r創業J 篇の主題として検討する。経済要録においては，もとでの形成と蓄

積，それによる創業に関しては，伝来© 譲論を踏襲しており，とくに新しい意見を述べてい.るわ

けではない。まず，信涕jによれぱ, r創業J と は r開物の業を創むるを云ふ。所レ謂る開物とは，国

土を経営し，物まを開発し，境内を富饒にして，人民を蕃息せしむる業なるを以て，即ち天地の神

意を參行する事なりo j と。創業とは「国家ヲ富盛スルノ事業ヲ創ルヲ云フJ のである。 創業とは

開物の業ニ® 家ま盛の事業を創ることであって，信溯の経済之学ニ開物が教えるととろである。創

業のにめの根本的条件を檢討して信渊は，古の，大初の時にあっては，人々はきわめて素朴な生活

をなし，奢侈がそこには、なかった。「質素なれぱ質素なる程，世は渡り易き者J であったが，世が変
(1り f)、

り，時が移るに'9 れて，人 々 は 「華美豪奢の魔道j .におち入り，世は渡りにくぐなった。そこで，
(130)

r險素」こそが「天地の心を享行する, 大業の創めなることを知るべきJである。その理由は「生民の 

一日も無くては叶はざるものは, 食物 , 衣服，居宅なり。此三つの物備はらざれぱ，人民其性命を
(131)

「経国の業を創めんとするには，保持することJ が出来ないのであるから， 先づ儉素を務て下民の
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衣食住を全備し，而して後に物産を開き，交易を通じ，以て国家を富盛に‘すぺ (̂ f である。 J1の場 

合，下民は自己の家業を勤めぱ衣食住は自然に傭わるものであるが，上にある者が f逸楽を好むと 

きは，下民皆遊惰の浴を為して，ffl鳥悉く荒廃し，境内皆转窮(す/ るからである。上の費が多くな 

れぱ当然下に強く収薄を行わざるをえない。 開業などとても出来るものでぱない。それ故に「其 

君少しく徐素なれば，其国少しく富盛し，大.に儉素なれぱ大に富盛す。义奢侈の其国を衰微せしむ

るの理も亦同じきのみ。是以て奢侈は亡国の基にして'，偷素は創業の原なることを知と。別曾
> ' . .

すれぱ，創業ニ 国家富盛にする事業を創めることはr其圍君ノ平日ノ行状ョリ始るとし，そ の  

徳目として「恭儉 / ニ德j をあげ，「国君少シク恭儉ナレバ其国少シク富盛ヲ為シ， 大ニ恭儉ナレ 

バ，大ニ富盛スj である。そ こ で 【其君め奢侈を警しめ, 條 素 を 修 め し る 'ため，君をいさめる
I •

忠正なる士が求められる。
ノ

信 溯 は f開物J 論を展開する。開物とは如何なる意味セあるか。開物は息経 r周易繁辞上伝J に 

r子曰，夫易何為者也。夫易開物成務, 冒天下之道。如斯而己者也。)_1.の r開杨成務J め言葉が源 

であるが，信 渊 は 「所レ謂る開物とは，国士を経営し, 物産を開発し, 境内を富饒r して， 人民を 

蕃息せしむるの業J , あるいは r開物トノ、百穀，百葉ヲ始トシチ，種々水陸ノ物産ヲ開発シテ境内 

ヲ豊饒ニスルヲ云フ。J , あるいぱ r開物とは境内を審かに経緯し，気候を考へ， 土性を察し， 山 

谷 . 池沢を開発し，乎 原 • ぽ野を新塾し, 種々の貨物を出して,’ 其製造を精妙にするを言(ぶi j jと’。

r国家に生たる者J ニ r国家を領する者は，必ず経済の学を修めて国土を経緯するの術を精密にし， 

天工開物の法を講明して政事を勉強せずんぱあるべから^ •o )jと。ここに国家に主たる者の天職が 

あるという。経済要録に於て，信例は必ずしも「天工開物の法」を具体的に，詳細に述べあととをせ 

ず ,-*■土地の勢力を尽して物.産を興し,' 且つ其製造を精くするの'法3j)についての概略を述べるにと 

どめている。

さて開物の内容であるところの品物はまことに多種類であるが，信測はとれらをr土お • 生;{{I, 
(144)

活物の三種J に大別し，各々の品物について，その性質, 用途, 出産地， 法の概略を，いわぱ事

注( 1 3 2 )同上，文 ま 本 23貝。

( 1 3 3 )同上，文fig本 23頁。

( 1 3 4 ) 同上, 文 庫 本 23；̂。 ■

(135) r経済耍略j 大系本529貝。

(136) r経済耍会まJ 文 庫 本 23頁。

( 1 3 7 )同上，文 庫 本 23真。

( 1 3 8 ) [開物成務J については[お経]岩波文庫本下巻r周易紫辞上伝J
( 1 3 9 ) [経済耍錄J 文® 本 36ま。

(14の r経済耍略J 大系本535直。

(14り f経済耍ま_!-文 庫 本 36寅。

( 1 4 2 ) 同上，文 渾 本 37耳。

( 1 4 3 ) 同上, 文 庫 本 38頁。

( H 4 ) 同上， 庫 本 38真レ

37 ( ^ ^ 5 ) —

240頁。注(8》を参照,
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典風に解說している。天工開物の法も自ら異る所以を説明している。取扱われている品目の中には 

注目すべき品物も少くない。信測は天工開物の法の中，物産耕農.をもって重要な産業とし，気候， 

士性の適宜により，その法の相異を詳細に論じている。 もしこの法を学び修得しないならば，「能く 

生々の理を講明せざれぱ，万民を卒育耕農するの業fc棘くして，境内を富貴せしむること能は了 

と結んでいるが，耕農に関しては別にr草木‘六部朝 種̂法j 其他め著述を作製してそれにあててい 

る。 ’

r開物篇J r おいて信糊が取扱っている品物はまことに多い。 r開物上篇J においては, r土石類 

に属する諸物十七種に分て，各々其名物を論弁し，具其製法の大(若6」〉を述べており,I■ 開物中篇j 

においては， r草木繁庶なる，此れを採て人民の食物，衣服 ♦居 室 ，器財と為す可きもの， 極めて 

多い」中 より r日用最も緊要なる者を撰び，此れを植へ此れをりて能く成熟なさしめ,此れを揉 

収めて以て人世の需に供るJ = 「耕農の業J を修るの道を論じるとして，百穀以下二十種が述べら 

れてい.る。最 後 の 「開物下篇J においては，諸活物類（動物類で，人類の食物及び衣服，居ま參に利用 

されるもの）の物産をわけて十五種として，その大略を述べている。いま個々の産物について言•及 

することは各、略するが， 信 測 は 「以上三類五十二種ノ物産ヲ與スノ概略ナリ。 其ノ開発製懷諸法ノ 

精詳ナルニ至リチハ，此 '小冊ノ紀載スべキ所ュ非ズ。宜ク館造論/衍義 .ニ就チ講究スペシ。夫レ国 

士ヲ経!！シ，物産ヲ開発スルハ，人君天地ニ代チ万ヲ安養スルノ本業ナ (リリンと結論している。と 

の開物の業が信測の経済学• 経済遣の基根でポり，「此開物の学を明にするは経済道の原始な 

と信渊は主張している。

個々の品目の生産• 開物の検討をいまは省略するが，開物の学にみられる生産•開物の原理につ 

いて信測の述ぺているところをきえることとする0 r天 地 の 神 「天理」である。 r大地は人類の 

本居にして，山嶽 • 平原は第一の宝蔵なり，池沢 • 河海は第二の宝蔵なり，人世日用の諸物は，皆 

な此のニ蔵より出づ，然れども国家に長たる者，百姓を帥ゐて，此 を 開 発 せ ざ る き は ，+ 地を 

して遣利無らしむること能はず，故r 四際の気候を辨じ，© 土の純騒を察し，万物の化資を賛け， 

且其衣食をiiすは, 経済道の要務にして，即ち天地の神意を享行するな(1 り53/ と。同一の辉旨を多く 

のところで述べているが，人間の日用の諸物を生むものが大地である。これを開発するのが人であ 

る。（この開発する人とは国まに長たる者をいい，治者が百姓を帥いてこれにあたるという。）諸々の技術を駆

注(1 4 5 )同上,文庫本39冥。

(146)同上，文跑卞40真。
(147)同上，文庫本111頁。

(148)同上, 文庫本111頁。
(149)同上，文域本176K。

(150) r経済要略J 大系本547M-548頁。

( 1 5 1 ) r経済要錄j 文吨本206真。

<152)同上，文庫本/10貝。

(153)同上，文ぼ本 1̂0貝。
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使し，土地に遺利無からしめる，これが生産一開物の基本的な考方である◊ 人の務めは r.万物の化

まを贊け…...天地の神意を享行す(^5^ところにあると抽象的に述べられでいるにすぎず，「労働Jへ

のま覚はきわめて低いと考えられる。また信測は「所K謂る天工も，必ず人工を俟て,而して後に始

めて全備する者なるこ(1：5̂ *を説き示すためこ各種の製法め大意を「開物篇J にて述べているという。

天：!：> 人工とはすでに述べたところであるが，r天工開物Jとの思想的関連をよみとることが出来る6
(157)

r天工開物J については，信 測 は 「経済耍録J の卷六「開物上篇」の r案石第九J 中 「紙石」の事 

項を説明する時に言及しでいる。 紙石が農業上有効なる所以を説明し， 宋 応 星 r夫エ開物J 十 

r培焼J 中 の r础石J (厳内清訳r天工開物J 東洋文船25—226真）を参考としている。 農業生産が行 

なわれる基礎は「日輪は方物の父にして，大地は万物の母なり，故に万物皆日輪より其精を発生し，
,1巧、

大地は其体を陶養し以て此を成就せしむ」であるところから，紙石が日輪の精気を補助するものと 

して，農耕に大益があると述べている。また信浏がr朝̂農の業をまる道J を詳論した書物として前 

述した宫崎安貞 r農業全書」をあげている◊ 信糊は農業全書を高く評価しているが,同時に安貞が 

「翰造化育"の神理，造化妙用の術J に通じていないとと，及び安貞が見聞し, 著述した地域か-"部 

に偏し，と.くに関東，東北地方に粗であるという地域性への批判をもっていた。ここで r銘造化W  

の神理 . 造 化 妙 用 の と iは 「凡そ夭地の物を生ずるは，各其物に従て適宜なる気候と相応ずぺき 

の土性ありて，強ることの為らざる者なり，然りと雖共，人は■■"筒小天地なるが故に,人心の霊智 

を以て深考違謀り.，変通転換の妙術を施行ときは，不t/RJド生の土地に不可!̂生の物品を生ぜしめ, 

不 i/n了 k熟 の 時 に 不 の 物 品 を 熟 せ し む べ し ，是此を造化の妙用と云ふ」である。 此等の神理 

を情究することと耕農の業に勘むことにより国益を興すことが出来る。これは"t葉は異るが,安貞 

力';致知とカ行を主張すると摸を一にしている。

信 掷 が r経済道の原始j としての開物の学を明らかにし，自B の経済学を構想しえた背景には， 

18世紀以来19世紀前半にかけて，お建社会の基礎構造を動揺させつつあつた経済的発展を見逃すこ 

とは出来ない。すでに先進地帯にぉいて農民による商品生産が展開し，諸産業のいちじるしい発展 

が現まとなりつ つ ， その頂点にはヌ ュ プ ァ ク チ ュア経営が生れつつあった経済発展の現実を無視 

してはならない。こめ時代の波は広ぐ後進地帯にまで及んで行った。思想史的に, 信浏の思想形成- 

の面よりこれをみれぱ，必ずしも明日な形で維承関係を指摘しえないのであるが，長い伝統的な考 

方の継承がそこにあり，信測が開物論を構成しえたこととの開連にぉいて，官崎安貞 • 熊沢審山，

注( 1 5 4 )同上，文庫本40頁。 ■■■■ ■

( 1 5 5 )同上，文, 本 4(項。

( 1 5 6 ) [天工開物j と信溯の思想との関係についてIネ既述の注(4)を参照。

(157) r経済耍錄J 文庫本93—94真

( 1 5 8 )同上，文庫本. 93K。
(159') r経済要録j 文庫本 111買及び224直にr梟業全書J がふれられている。

( 1 6 0 )同上，文庫本112貝。

( 1 6 1 ) 同上，文庫本112再。 、
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大宰# 台 . 林子平，本多利明 • 藤田幽谷 • 舍沢正志斉等の思想にみられた「生産一開物」思想を檢 

討してみたととろである。信測が開物論を構成するにあたり, 中国古代思想の中に，儒学の中に展 

開されている生産一開物の考方，富国についての根本的考方，洋 学 （蘭学）により促進された西欧 

文化に対する知識，実学的, 合理的，科学的思惟の展開，平 由 神 学 に み る 霊 J 信仰，さらに目 

を廣外に向けた時，18世紀から19世紀にかけて，中国および朝鮮半鳥に形成された開物思想,.実学 

思想の影響等に注目しなければならないであろう。

創業 • 開物がま国を目標として主張され':Cおり，すでに富国について述べて来たところであるが, 

最後に信測がr富国篇J を中,,1；、に， r予が家の富国法J と 「世♦今の経済家の富国法とを対比 

して，国を富ますとは如何なることであり，富とは何であるかについての信浏の考方を検射するこ 

ととしたい。rホ家の富国法は，世上経済家の所レ説とは， 其趣意頗る異なる者にして， 唯た是既 

に説たるが如く，上は国君及び卿大夫，下は農工商賈に至るまで,，心を一にし力を同くして開物の 

業を勉励し, 境内の水陸を経営して, 遺利無らしむる耳，若夫君民心を斉くし, 上下-^致レて国事 

を経営するときは，物産大に興り万貨境内に充満すへし，貨物旣にあ満するに至ては ，士民の衣食 

まら富饒たるに論あることなし，夫れ貨物境内に満ち温れ，方民衣食富饒ならぱ,何ぞ必ずしも府 

ぽの充実ると充実ざるとに拘泥ことを為んやJ といき0 国土があれぱ必ず物産があり，必ず種々の 

品物を生じ，人類を養育するの食物• 衣服 ,♦及び居室，器財を生産することが出来，そ れ は 「無尽
(165)

蔵j である6 そ とで「人類は… .彼の無尽蔵の鍵を握り，領内の水陸ニ蔵よウ種 .々 物品を採り出し,

天地に代て人民を養育し，其児孫を審息せしむべきは, 即ち人君天に事ふるの常務なり,所謂水隐

ニ蔵を開き，人世日用の物品を出すを開物の業と名く。国君能く開物の学を講明し，国人をして其

業を励しむるときは，万物自ら豊饒に為りて貧窮す可きの理あることなとし , r我家のま国の

法は, 他なし，惟天地の神意を參りて，水陸ニ蔵を開き，請神化育する所の品物を採出し,以て世

界を費韓にせんと欲する耳J であるとし，開物の業の中心を r耕農J においている。

r世 上 （今）経済家富国の法 J は如何なる論である力、。信測は次のごとく言う。 r今め経済家

は，唯々圍君を吝齋に誘導し，聚傲を務め貨殖を専とし，府庫倉廣を充実せしめて，.此れャま■.と 
(168)

云ふ，.不ニ亦調：!乎o j であり，経済学に不明であり，其本を務めずして末を事とし， r百姓を撫御し 

ャ農を励み，物を開くべきの業をぱ赚放にして , 唯々利を争 ひ相海はし む るの 政 の み を 施 の み ，

ポさ- ' mmrnmKmmrnmPMmm

注( 1 6 2 ) '同上,

( 1 6 3 ) 同上,

( 1 6 4 ) 同上, 

- ( 1 6 5 ) 同上,

( 1 6 6 ) 同上,

( 1 6 7 ) 向上, 

( 1 6 3 ) 同上, 

( 1 6 9 ) 同上,



近世開物思想の一考察 

(170)

である。財用不足すれぱ民より奪い, .金銭を借り， 銀 札 （「銀札を製するが如きの類のみ多し，歎すベ

きの至なり」）の発行をなすなど，皆ま国とはなら't s 政道め大本を知らぬところである。

以上，信測の経済之学を創業 • 開物 • ま国を軸として検討してきた。信測は全体を総括し，結議r

して，「貧国をま貴せしめんことを欲サぱ，宜先づ経済道を講明すべし。 夫れ境内を富瞻し， 財用

を充実せしむるには，君臣心を合せ， 厳く其暮しを條素賀薄にして財用を條格あらしめ， （此点の

説明は r創業篇J の趣旨である）然して後に開物箱に输じたる如く… … 略.‘,...各々其培養製造の精妙

を極め，諸般の物産を興して食物を饒多すべし，殊に農業は ‘… ..略……上品なる物産够しく生ずる

事なるを以て，.ま国に用ひ綠る品類をぱ，金石，草木，活物の三種共に悉く此れを会聚し，他邦に 
‘ 1 (171) ■ (172)

輪りて交商すべしJ 創業 . 開物によって言盛となり， 「其上にも極て広大隆盛に為さんJ とすれぱ，

r通移開閨法J r合壁融通法」 rま統泉源法」等があるとして，信浏の経済之学は政洽論へと展開し ,

て行ったのである。

信 測 は 「新政の最緊要なる急務凡そ十A 館条J を論じた時，その第十A 番目の項目として交息 

(商) を取扱っている。まず国内交易を万全にするために交通機関の整備の必要をとき，陸上交通上
(174)

不使な河川などにはr通移開閩の法J 'を用いて大工事をなして整備をほどこし，また要地には海港
■ (175)

を開き，海港に•ては交易を行う。交易の法は「合壁融通の法J によるのである。 （別に海浜に接する
(176)

村々では製塩と漁業をいとなましめる。これはr漁民維持法j による。交易と漁業とによりて海国を富:貴にする

ことが出来る。)交易を通ずることによって, 「先づ財用の融通を宜く為し， g 国他邦の貸物を多く

輔湊せしめ， 舟車の運送を使利にし， 遍く諸州の物価を校り，審かに其軽重を考へ， 多 き 場 所 の I

物品を買入れ，其少き士地に輸りで此を売棚き，有る所の産物をぱ無き処に移して，物 価 の 昂 低
(177) '

を転換し，貴穀を交易して互市の利潤を収めぱ，其国次第に富貴J させることが出来る。富盛とな 

った® 家を長久に継続し，衰微する^1と無きようするために，信 測 は r垂統の良法J を行うべきこ
(179) 、

とを主張する。垂統法は「世界を一新する大業J であり, 信浏はこ0 ことを論ずるためにr垂統秘

注( 1 7 0 )同上，文庫本214-215頁。

( m ) 同上，文庫本224-225頁。 .

( 1 7 2 )同上，文® 本 225頁。

( 1 7 3 )同上，文庫本233頁。

( 1 7 4 )通移卵閩法，r他邦に物途を出すこと最目在に利を興すJ 同上，22賊に使なるように，陸上，河川，海洋の交通網を 

整備することである。そのため摩害となる諸制庇を廃Ikする必要があり，そのためにはr大経済法j がある。国内ホ場 

の形成の意因をみることが出来る。ま易の利を収めることである。
( 1 7 5 )合壁融通法♦ 交易を通ずること， 『財用の融通を宜く為し自国他邦の货物を多<̂輔湊せしめ，舟車の迪送を使利に 

- し, 遍く法州の物価を校り，審かに其軽重を考へ，多き場所の物品を貿入れ, 其少き士地に输りて此を売棚き，有る所

の座物をぱ無き処に移して, 物質の昂低を転換し，貴賤を交易して:a 市の禾欄を収めぱ，其国次第に富贵すo j同上，
文庫本233頁。 ■ -

( 1 7 6 )漁民雄持法, 佐愈信季力•、安永九年に著作し信糊が其後校訂したもの。信浏の意のあるとこるを知ること力*、出来る。

漁民を傲重取稀るととをいう，淹本誠"^綴 （■佐’藤信浏家学舍集j 上巻に所収*

(177) r経済喪錄J 文庫本233寅 ’

( 1 7 8 )同上，文庫本228頁。 '

( 1 7 9 )同上, 文m  228ja：o,

一一一 4 1 (669)
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録J を著述している。

わたくしは, 信測の経済学の全体系が★創業 • 開物 •富国 • II統と組纖づけられ, その基根にr開 

物J が位置されていることを検討しできたのである。これによって,信渊の経済学の基根が何辺に 

あったかを知ることが出来る◊

■• • . ' .

む す び

以上きわめて簡単ではあるが，わたくしは安貞 . 蕃U p 春 台 . 子平 * 利明 • 幽各♦正志斉そして 

信測の経済思想の一端に若千の考察を加え, 農学および経済論の実学的主張の根底，信渊のいう基 

根に，生産ヒ産業開発= 「開物J への洞察と.その発展を願望する心情とが存在していたことをみた。

「開物J とは生産力発展の理論である0 思想家のおかれた歴史的状況下において，被等の主張する 

開物の対象が主として農業生産一とくに狭義には米穀生産に，さらに商品作物生産をもふくむがー 

を中心として開物論を展開した場合や，より広範回に一般の産業開発一農業のみでなく水産 • 鉱産 

•工業生産を内容とする一へと拡大して開物論を結実した場合をも生んでい'る。これらはともに開 

物がまと意識された物的素材= 財ニ使用価傳形成の理論であると把握し，開物への努力とその成果 

の獲得とが [富国」ひいては「富国強兵J 実現の基礎であるとの認識に到達し，思想家はそれぞれ 

異なった経済論を構想していったのである。この土台となった開物理論は，天 ♦地•人三者を関連 

づけ，人が天地ニ自然の大徳にま行するところに成立し，地利を;^すために, 労働 := カ 行 と 開 物 の • 

ための致知= 術の二っの要件が求められるという同質の基調を強く持っていた。かかる開狗論を基 

礎にもちっっ，生産において形成されたまをそれをっっむ商業社会（商品貨幣経済社会）と関連づけ，

その接触によって生ずる諸問題を考察することや，生産ニ産業開発ニ開物の発展を制限し，胆止し， 

あるいは産業を破域する諸要素. 諸条件を認識し，.これらを克服し，生産力の発展を意因せんとし 

たことや，開物より生れる成果を生産の直接の担手に与えることをせずrま国強兵」のため収奪す 

ることや，視野を国めに服定せず海外に転ずることや，等々をふ くみっっ，そこにそれぞれ異なっ 

た経済論が生れたのである。

開物論を墓礎として多くの経世家によって構想された異なった経済論にっいてのより立ち入った 

叙述は別の機会にゆずりたい。

(経済学部教授） ’
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